
第
91
号

2025年
（
令
和
7
年
）

４
月
発
行

泉
ヶ
丘
中
学
校
の
卒
業
式

【
特
集
】
令
和
７
年
度
予
算
��
�
�
2P

3月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と
��
5P

町
政
を
問
う
��
�
�
�
�
�
�
�
7P

委
員
会
報
告
等
��
�
�
�
�
�
�
16P

議
会
の
主
な
公
務
��
�
�
�
�
�
18P

い
で
た
ん
が
聞
く
��
�
�
�
�
�
20P



義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

自
主
財
源(

皆
さ
ま
か
ら
の
お
金)
依
存
財
源(

国
や
府
か
ら
の
お
金)

皆さまから井手町に納めて
いただく税金

特別会計や基金から入って
くるお金

その他の収入

国が徴収する税金（所得税・法
人税・酒税・消費税・地方法人
税）の中から町の財政需要な
どに応じて交付されるもの

国・府からの補助金や負担
金

銀行などからの借入れ（借
金）
地方消費税の一部を、府が
人口と従業者数で按分し町
に対して交付するもの
国が徴収した特定の
税目の税収を一定の
基準により町に譲与するもの
国・府が一定の基準により、
町に対して交付するもの

一般会計と特別会計相互間
において資金運用するため
のお金

旅費、交際費、消耗品や備品
購入時など消費的性質のお金

町から地方公共団体や民間の団
体に対して公益上必要な場合に
支払われる負担金や補助金

道路や学校、大規模修繕費
といった町の資産の形成や
災害復旧に使われるお金

町が借り入れたお金の返済
に充てるお金

障がい者自立支援給付費、
児童手当、医療費助成など
社会保障関係のお金

職員や特別職の給与、議員、
会計年度任用職員、各種委
員会委員の報酬のお金

7

4925万円5320万円

2800万円

13億 4286万円

5億 4671万円

8億 7017万円

10億 3928万円

3億 73万円

9億 440万円

 3億 5560万円

9億 5892万円

10億 2148万円

4億 3170万円

8億 2339万円

9631万円

18億円

1億 9600万円

54億 900万円 54億 900万円
１

2

3

4

5

6

自然環境を守り育て安全で安らぎのあるまちづくり

快適な暮らしと豊かな自然を活かしたまちづくり

● 物価高騰対策水道・下水道使用料減免事業 2890万円 　
● 町内道路改良 5億4000万円 　
● JR奈良線高速化・複線化第二期事業費補助金 276万円 　
● 国道24号バイパスアクセス道路整備（井手） 1000万円 等

活力のある産業振興と観光・交流のまちづくり

● 肥料高騰対策支援給付 150万円 　
● 片原山林道改良 3400万円 　
● プレミアム付き商品券発行補助 1800万円 　
● 京都山城茶いくるライン事業 243万円 等

● こども家庭センター運営費 2247万円 　
● 小中学校大阪・関西万博体験支援事業 275万円 　
● 小中学校空調整備 5830万円 　
● 井手町独自の子育て支援施策 9120万円 等

いきいきと安心して暮らせる健康・福祉のまちづくり

● デイサービスセンターろ過装置等取替工事 2300万円 　
● 福祉サービス事業所物価高騰対策支援給付金 210万円 　
● 高齢者移動支援補助 664万円 等

つながりとふれあいを大切にし、みんなで取り組むまちづくり

● いづみ人権交流センター体育館空調整備 700万円 　
● 井手応援隊活動拠点運営事業 1195万円 　
● イノベーティングチャレンジ事業 100万円 　
● 椿坂公園東屋整備 803万円 等

いづみ人権交流センターの体育館空調整備

災害時の情報収集のためにドローンを２機購入

東屋が整備される椿坂公園

一般会計 54億900万円
「新しいまち｣の実現に向けた６つの柱

● 京都府衛星通信系防災情報システム整備負担金 1750万円 　
● 避難所環境充実事業 1600万円 　
● デジタル移動通信システム改修 1320万円 　
● ドローン購入 554万円 等

あすを創造する教育や文化・スポーツをはぐくみ、
子ども達がのびのび育つまちづくり
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８

１

西島町長の選挙公約となる「豊かな自然と利便
性・快適性とが共存する新しいまち」の実現に向け
た６つの柱を着実に実施するための予算編成と
なっている。
主な事業では、防犯カメラ整備、ＪＲ奈良線高速

化・複線化第二期事業費補助金、井手応援隊活動拠
点運営事業、福祉タクシー事業、いづみ人権交流セ
ンター体育館空調整備等、各世代に配慮した予算が
計上されている。
新たに設立される「こども家庭センター」の運営

費や、肥料高騰対策支援給付、町商工会振興事業や
椿坂公園東屋整備、ドローン購入、小中学校大阪・関
西万博体験支援事業、有王グラウンドトイレ等改修
等、複雑・多様化する住民ニーズに的確に応え、新た
な事業にも積極的に取り組もうとする、熱意ある、
充実した予算編成であると高く評価する。
令和７年度に予定されている各種事業を適正に

執行していただくよう要望し、一般会計並びに特別
会計の予算に賛成する。

一　　　般　　　会　　　計
国 民 健 康 保 険
井 手 町 水 道 事 業
多 賀 地 区 簡 易 水 道 事 業
井 手 町 下 水 道 事 業
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
多 賀 財 産 区

合　　　　　　　　　　　計
小　　　　　　　計

54億 900万円
9億 8171万円
2億 3333万円

7181万円
7億 448万円
10億 3854万円
1億 5901万円

329万円
31億 9217万円
86億 117万円

19.6 ％増
2.7 ％増
42.8 ％増
29.6 ％増
10.9 ％減
10.1 ％増
4.3 ％増
9.5 ％減
4.1 ％増
13.3 ％増

「豊かな自然と利便性・快適性とが共存する新
しいまち」の実現をめざすことを基本姿勢とし、
６つの柱からなる基本政策をお示した。
「まちの主人公」は住民との認識のもと、各種
団体との対話や住民の方からのご意見を伺い、
住民と一体となったまちづくりに取り組んでま
いりたい。
本町の財政は、自主財源に乏しく依存財源に
頼っている。道路・下排水路などの生活基盤の整
備・拡充や地域福祉をはじめとする福祉の充実、
住民の健康増進、教育の充実、環境保全や防災・

減災対策の強化、商工業の活性化や観光振興、差
別解消に向けた人権啓発など、継続的な取組を
積極的に推進していく必要があると考えてお
り、まちづくりの核となる国道24号城陽井手木
津川バイパスの早期実現、バイパスへのアクセ
ス道路の整備と宅地等の開発適地の拡大、JR奈
良線の高速化・複線化事業、利便性の向上や京都
府内でトップレベルである子育て支援策等を町
内外へ広くPRし、若者が住みやすい環境づくり
に向けた施策にも積極的に取り組むことが最も
重要である。

高齢者移動支援補助について、抜本的な改善を
求める。IDECAの運行日、予約方法の改善だけで
は、多様なニーズに応えた改善とは言えない。誰
もが利用でき、京田辺市にも繋がる乗り物を走ら
せてほしいという住民の願いに正面から向き合
う予算ではない。
災害対策の基本となる「地域防災計画」の必要

な修正がされていない部分が多数ある。避難所が
確保すべき生活環境を示した「スフィア基準」を
指標にした「地域防災計画」の見直しを早急に行
うべき。
井手町のPFASに対する認識は甘い。町独自で

河川のPFAS検査を予算化し、汚染の原因箇所を
明らかにすべき。
国保税は前年度の収入により決まるため、前年

に比べ収入が激減した世帯に対しては軽減措置
をすべき。井手町国保条例第26条では、「その他特
別の事情がある者」に対し、国保税を減免できる
とある。これを即刻具体化し軽減措置を行うよう
求める。

令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度

公約実現に向けた予算編成となっている
谷 田 利 一 議員

命・健康・くらしを守る予算にすべき
谷 田 健 治 議員
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河川のPFAS検査を予算化し、汚染の原因箇所を
明らかにすべき。
国保税は前年度の収入により決まるため、前年

に比べ収入が激減した世帯に対しては軽減措置
をすべき。井手町国保条例第26条では、「その他特
別の事情がある者」に対し、国保税を減免できる
とある。これを即刻具体化し軽減措置を行うよう
求める。

令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度

公約実現に向けた予算編成となっている
谷 田 利 一 議員

命・健康・くらしを守る予算にすべき
谷 田 健 治 議員

●�

井
手
町
長
等
の
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
に
関
す

る
条
例
制
定

　

�　

町
長
等
の
町
に
対
す
る

損
害
を
賠
償
す
る
責
任
の

一
部
免
責
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

●�

井
手
町
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

�　

母
子
保
健
機
能
と
児
童

福
祉
機
能
が
連
携
し
た
一

体
的
な
相
談
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
等
に
関
す
る
悩
み

に
切
れ
目
な
く
対
応
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令

和
７
年
４
月
か
ら
新
た
に

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

●�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

�　

職
員
の
仕
事
と
生
活
の

両
立
支
援
の
拡
充
に
向
け

た
条
文
の
整
備
で
す
。

●�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
�　

一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
法
律
等
が
一
部

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

条
文
の
整
備
で
す
。

●�

井
手
町
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

�　

国
家
公
務
員
等
の
旅
費

に
関
す
る
法
律
等
が
一
部

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う

条
文
の
整
備
で
す
。

●
一
般
会
計
（
第
６
回
）

　

�　

補
正
総
額
は
１
億
５
６

４
９
万
５
０
０
０
円
の
追

加
で
補
正
後
の
総
額
は　

57
億
47
万
２
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

 

主
な
内
容

◎
小
中
学
校
外
壁
改
修

�

９
０
０
０
万
円

　

�　

町
内
小
中
学
校
の
校
舎

の
劣
化
が
見
ら
れ
る
外
壁

を
改
修
し
、
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
と
校
舎
の
長

寿
命
化
に
よ
る
長
期
的
な

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る

も
の
で
す
。

◎
町
道
29
号
線
道
路
改
良

�

４
１
１
７
万
９
０
０
０
円

　

�　

府
立
井
手
や
ま
ぶ
き
支

援
学
校
へ
の
国
道
24
号
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
井

手
分
署
等
か
ら
の
救
急
車

両
の
進
入
路
に
も
な
る
道

路
整
備
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
更
な
る
事
業
進
捗

を
図
る
た
め
、
予
算
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

◎
町
道
12
号
線
他
道
路

　
改
良

�

１
１
２
０
万
円

　

�　

多
賀
地
区
に
お
い
て
、

国
道
24
号
城
陽
井
手
木
津

川
バ
イ
パ
ス
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
な
る
町
道
12
号

線
を
は
じ
め
と
す
る
道
路

整
備
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
更
な
る
事
業
進
捗
を

図
る
た
め
、
予
算
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

●
工
事
請
負
契
約

◎
井
手
小
学
校
体
育
館
空
調

　
設
備
等
整
備
工
事

�

５
６
６
０
万
５
０
０
円

◎
多
賀
小
学
校
体
育
館
空
調

　
設
備
等
整
備
工
事

�

６
５
１
５
万
３
０
０
０
円

令
和
６
年
度

 

補
正
予
算

制
定
し
た
条
例

改
正
し
た
条
例
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▼「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
設
置

▼
小
中
学
校
外
壁
改
修
工
事
に
着
手

　

�　

３
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
３
月
定
例
会
が
開
か
れ
、
令
和
７
年
度
の
予
算
や
新
規
条
例
な

ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

外壁が改修される井手小学校（南校舎）

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

３
月
定
例
会



令和７年６月定例会の　
日程はホームページ等で
ご確認ください。

た なか や す み

田 中  保 美 議員 （12P）

◆ 玉川堤の自然環境を活かした
　 まちづくり
◆ 「山城たけのこ」の産地である
　 本町の竹林整備

こ わり なお ひこ

小 割  直 彦 議員 （11P）

◆住宅リフォーム補助制度の導入

わき もと たか のり

脇 本  尚 憲 議員 （9P）

◆ プロバスケットボールチーム
　 との連携
◆ 「第３期井手町地域創生計画」
　 の内容

き むら け ん た

木 村  健 太 議員 （14P）

◆ 有王・新四郎山両グラウンドの
　 トイレ改修
◆ 町内の下水道管

かま だ たか ひろ

鎌 田  隆 宏 議員 （15P）

◆ 消防団活動の充実

おか だ ひさ お

岡 田  久 雄 議員 （13P）

◆ 本町における総合的な防災対策
◆ 「傘のしずく取り」機器の設置

たに だ け ん じ

谷 田  健 治 議員 （10P）

◆ 「地域防災計画」、災害時における
　 避難所の生活環境、必要物資の備蓄
◆ PFAS（有機フッ素化合物）への
　 対策

たに だ とし か ず

谷 田  利 一 議員 （8P）

◆ 町内各区に対する活動支援

令和7年３月定例会　議案・議決結果一覧表
審議結果等は次の通りです。（〇＝賛成　×＝反対　―＝欠席または退席）　＊奥田俊夫議長は、採決に加わっておりません。

議案番号 件　　　　名 議決年月日 議決の結果

議　　員　　名
木
村
健
太

谷
田
健
治

鎌
田
隆
宏

小
割
直
彦

田
中
保
美

脇
本
尚
憲

谷
田
利
一

岡
田
久
雄

木
村
武
壽

議案第１号 井手町長等の損害賠償責任の一部免責に
関する条例制定の件 令和7年3月21日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整理に関する条例制定の件 令和7年3月7日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第３号 井手町組織条例の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月7日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第４号
井手町行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用に関する条例等の一部を改正する条例制定の件

令和7年3月7日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第５号 井手町監査委員条例等の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月7日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第６号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の
一部を改正する条例制定の件 令和7年3月7日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第７号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月7日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第８号 井手町職員の旅費に関する条例の一部を
改正する条例制定の件 令和7年3月7日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第９号 井手町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月21日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第10号 井手町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月21日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第11号 介護保険法に基づく包括的支援事業の実施に関する
基準を定める条例等の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月21日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第12号 井手町老人医療費の支給に関する条例の
一部を改正する条例制定の件 令和7年3月21日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第13号 介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人
員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月21日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第14号 井手町地区計画区域内における建築物の制限
に関する条例の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月10日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第15号 井手町公共下水道条例の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月10日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第16号 井手町水道事業給水条例の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月10日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第17号 井手町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給
に関する条例の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月10日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第18号 井手町消防団員等公務災害補償条例の
一部を改正する条例制定の件 令和7年3月10日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第19号 令和６年度井手町一般会計補正予算（第６回） 令和7年3月7日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第20号 令和６年度井手町介護保険特別会計補正予算（第３回） 令和7年3月7日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第21号 令和７年度井手町一般会計予算 令和7年3月21日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号 令和７年度井手町国民健康保険特別会計予算 令和7年3月21日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 令和７年度井手町水道事業会計予算 令和7年3月21日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号 令和７年度井手町多賀地区簡易水道事業特別会計予算 令和7年3月21日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号 令和７年度井手町後期高齢者医療特別会計予算 令和7年3月21日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 令和７年度井手町介護保険特別会計予算 令和7年3月21日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号 令和７年度井手町下水道事業会計予算 令和7年3月21日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 令和７年度井手町多賀財産区特別会計予算 令和7年3月21日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号 工事請負契約について同意を求める件
（井手小学校体育館空調設備等整備工事） 令和7年3月7日 同　　意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第30号 工事請負契約について同意を求める件
（多賀小学校体育館空調設備等整備工事） 令和7年3月7日 同　　意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

報告第１号 専決処分の報告について
（和解及び損害賠償額の決定の件） 令和7年3月7日 報　　告

令和6年度城南土地開発公社（第1回）
補正事業計画に関する報告書について 令和7年3月21日 報　　告

発委第１号 井手町議会委員会条例の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月21日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発委第２号 井手町議会会議規則の一部を改正する規則制定の件 令和7年3月21日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発委第３号 井手町議会の個人情報の保護に関する条
例の一部を改正する条例制定の件 令和7年3月21日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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令和７年６月定例会の　
日程はホームページ等で
ご確認ください。

た なか や す み

田 中  保 美 議員 （12P）

◆ 玉川堤の自然環境を活かした
　 まちづくり
◆ 「山城たけのこ」の産地である
　 本町の竹林整備

こ わり なお ひこ

小 割  直 彦 議員 （11P）

◆住宅リフォーム補助制度の導入

わき もと たか のり

脇 本  尚 憲 議員 （9P）

◆ プロバスケットボールチーム
　 との連携
◆ 「第３期井手町地域創生計画」
　 の内容

き むら け ん た

木 村  健 太 議員 （14P）

◆ 有王・新四郎山両グラウンドの
　 トイレ改修
◆ 町内の下水道管

かま だ たか ひろ

鎌 田  隆 宏 議員 （15P）

◆ 消防団活動の充実

おか だ ひさ お

岡 田  久 雄 議員 （13P）

◆ 本町における総合的な防災対策
◆ 「傘のしずく取り」機器の設置

たに だ け ん じ

谷 田  健 治 議員 （10P）

◆ 「地域防災計画」、災害時における
　 避難所の生活環境、必要物資の備蓄
◆ PFAS（有機フッ素化合物）への
　 対策

たに だ とし か ず

谷 田  利 一 議員 （8P）

◆ 町内各区に対する活動支援
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告
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た
ん
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聞
く

町
政
を
問
う



谷た
に

　
田だ

　
利と

し

　
一か

ず  

議
員

　

区
長
な
ど
区
の
役
員

の
業
務
が
負
担
と
な
り
、

な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
。

本
町
に
自
治
会
活
動
活

性
化
の
た
め
の
支
援
制
度

は
な
く
、
区
長
・
副
区
長

へ
の
謝
礼
金
と
広
報
配
布

業
務
委
託
料
の
支
払
い
の

み
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
活
動
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
に
は
、
各
区
の

協
力
が
欠
か
せ
な
い
が
、

現
状
が
続
け
ば
自
治
会
運

営
が
難
し
い
の
で
は
な
い

か
。

　

区
長
を
は
じ
め
、
各

区
の
役
員
の
皆
様
に
は
、

地
域
の
と
り
ま
と
め
役
、

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
ご
尽
力
い
た
だ
き
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

今
後
も
各
区
と
連
携
を

密
に
し
、
住
民
の
幸
せ
の

た
め
に
様
々
な
事
業
に
取

り
組
む
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

本
町
に
お
け
る
区

長
・
副
区
長
に
対
す
る
謝

礼
金
の
支
払
い
は
、
い
つ

か
ら
始
ま
り
、
現
在
ど
の

程
度
支
払
わ
れ
て
い
る
の

か
。

　

昭
和
44
年
度
か
ら
予

算
計
上
し
、
当
時
区
長
に

は
、
年
間
で
７
０
０
０
円
、

副
区
長
３
０
０
０
円
だ
っ

た
。こ

れ
ま
で
複
数
回
の
見

直
し
を
経
て
、
現
在
区
長

に
は
、
年
間
６
万
３
０
０�

０
円
、
副
区
長
２
万
７
０�

０
０
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

　

近
隣
町
村
に
お
け
る
、

自
治
体
に
対
す
る
活
動
支

援
の
状
況
は
。

　

近
隣
の
自
治
体
で
は
、

自
治
会
長
へ
の
手
当
の
ほ

か
、
自
治
体
や
町
内
会
を

対
象
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
事
業
、
子
ど
も
向

け
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
町

民
体
育
大
会
へ
の
参
加
、

自
治
会
加
入
促
進
チ
ラ
シ

の
作
成
や
勉
強
会
の
開
催

な
ど
、
地
域
の
課
題
解
決

を
図
る
た
め
の
取
組
を
支

援
す
る
た
め
補
助
制
度
を

設
け
て
い
る
。

　

区
の
役
員
に
対
す
る

報
償
費
用
制
度
の
見
直
し

や
、
各
区
等
へ
の
活
動
補

助
金
の
交
付
が
必
要
で
は
。

　

令
和
７
年
度
に
手
当

の
見
直
し
を
考
え
、
区
長

は
年
間
７
万
円
に
、
副
区

長
は
年
間
３
万
円
と
す
る

費
用
を
予
算
計
上
。

毎
月
２
回
の
広
報
物
の

配
布
に
つ
い
て
は
、
区
長

会
か
ら
配
布
物
を
減
ら
せ

な
い
か
と
い
う
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
可
能
な
限
り

広
報
い
で
の
紙
面
に
掲
載

し
、
配
布
物
の
減
量
化
に

努
め
て
い
る
。

町
の
広
報
物
や
社
会
福

祉
協
議
会
、
警
察
な
ど
か

ら
の
広
報
物
の
配
布
も
あ

り
、
今
後
も
地
域
住
民
は

も
と
よ
り
、
情
報
弱
者
の

方
々
に
対
し
て
も
町
政
等

の
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
対
応

で
お
願
い
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
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区
役
員
へ
の
報
償
費
用
制
度
見
直
し
は

令
和
７
年
度
に

�

手
当
を
見
直
す

西
島
町
長

平
間
総
務
課
長

子どもから高齢者まで地域活動を円滑に進めるための取組が大切です

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



　

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

チ
ー
ム
で
あ
る
京
都
ハ
ン

ナ
リ
ー
ズ
が
行
う
、「
Ｎ

Ｅ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ　

Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
取
組
内

容
と
は
。

　

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
や
環
境
保
全
活
動
、

社
会
課
題
解
決
な
ど
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
の
総

称
。

　

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ

に
つ
い
て
も
、
京
都
サ
ン

ガ
Ｆ.

Ｃ.

同
様
の
連
携
協

定
は
あ
る
の
か
。
そ
の
具

体
的
な
内
容
は
。

　

府
内
の
全
市
町
村
が

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
な
る
よ

う
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

本
町
と
し
て
も
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
振
興
充
実
を
図

り
、
よ
り
多
く
の
住
民
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え

て
お
り
、
協
定
締
結
に
向

け
た
手
続
き
を
進
め
て
い

る
。

　

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ

と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
本

町
で
は
ど
の
よ
う
な
効
果

が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

　

公
式
試
合
へ
の
招
待

を
は
じ
め
、
プ
ロ
選
手
や

コ
ー
チ
が
本
町
を
訪
問
し
、

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
合
う

こ
と
で
、
地
域
住
民
の

方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
に
一
層

興
味
や
関
心
を
持
ち
、
大

き
な
夢
や
目
標
に
つ
な
が

る
な
ど
、
大
変
有
意
義
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

基
本
目
標
の
達
成
状
況
は
。

　

達
成
率
は
71
％
で
あ

り
、
達
成
の
見
込
み
が
厳

し
い
項
目
は
、「
合
計
特

殊
出
生
率
」・「
交
流
人
口
」

の
２
項
目
。

　
「
第
３
期
井
手
町
地

域
創
生
計
画
」
策
定
の
た

め
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
。

　
「
井
手
町
地
域
創
生

推
進
会
議
」
の
座
長
で
あ

る
大
学
教
授
を
は
じ
め
と

す
る
ま
ち
づ
く
り
や
都
市

計
画
を
専
門
と
す
る
学
識

経
験
者
の
ほ
か
、
商
工
会

や
町
内
企
業
・
団
体
等
の

関
係
者
を
委
員
と
し
て
考

え
て
い
る
。

　

計
画
に
住
民
の
意
見

を
広
く
取
り
入
れ
る
た
め

の
取
組
は
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
計
画
内
容
に
反
映

す
る
ほ
か
、
計
画
案
に
つ

い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
地
域
住

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

　
「
第
２
期
井
手
町
地

域
創
生
計
画
」
の
４
つ
の

脇わ
き

　
本も

と

　
尚た

か

　
憲の

り  

議
員

活躍する 岡
お か だ ゆ う た

田侑大選手（提供：京都ハンナリーズ）
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地
元
出
身
の
選
手
も
在
籍
す
る

�

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
の
連
携
は

「
第
３
期
井
手
町
地
域
創
生
計
画
」

�
の
内
容
は

協
定
締
結
に
向
け

�

手
続
き
を
進
め
て
い
る

寺
井
社
会
教
育
課
長

新
た
な
移
住
・
定
住
促
進
対
策

�

に
つ
い
て
検
討

高
江
企
画
財
政
課
長

交流の拠点となるまちづくりセンター椿坂

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



谷た
に

　
田だ

　
健け

ん

　
治じ  

議
員

　

直
近
で
の
町
防
災
会

議
の
開
催
は
い
つ
か
。
ま

た
、
地
域
防
災
計
画
の
修

正
内
容
は
。

　

会
議
は
令
和
４
年
３

月
に
開
催
し
た
。

修
正
は
、
国
の
防
災
基

本
計
画
や
府
の
地
域
防
災

計
画
等
の
改
正
に
伴
う
時

点
修
正
で
、
内
容
は
、
避

難
情
報
の
レ
ベ
ル
４
「
避

難
勧
告
・
避
難
指
示
」
を

「
避
難
指
示
」に
修
正
し
た
。

　
「
地
域
防
災
計
画
」

に
よ
る
地
震
の
最
大
被
害

想
定
は
。

　

想
定
は
「
奈
良
盆

地
東
縁
断
層
帯
地
震
」

で
、
死
者
78
名
、
負
傷
者

４
６
０
名
、
建
物
全
壊
棟

１
，７
３
９
棟
、
半
壊
棟

１
，６
１
８
棟
、
焼
失
建

物
３
２
９
棟
。

　

災
害
用
物
資
・
機
材

等
の
備
蓄
は
。

　

重
点
備
蓄
品
目
の
食

料
、
飲
料
水
、
毛
布
等
防

寒
用
具
簡
易
ト
イ
レ
、
お

む
つ
、
女
性
用
衛
生
用
品

や
他
の
生
活
物
資
を
必
要

数
確
保
し
て
い
る
。

各
種
企
業
や
団
体
と
物

資
調
達
等
の
協
定
に
基
づ

き
対
応
す
る
。

　
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」

を
指
標
に
し
た
「
地
域
防

災
計
画
」
の
見
直
し
は
。

　

整
合
性
等
の
確
保
の

た
め
、
府
の
意
見
な

ど
聞
き
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
見

直
し
や
修
正
を
行
う
。

　
「
新
し
い
地
方

経
済
・
生
活
環
境
創

生
交
付
金
」
の
申
請

は
。

　

当
初
予
算
に
当

該
交
付
金
を
活
用
し
、

簡
易
ベ
ッ
ド
、
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
テ
ン
ト
の
整
備
の

た
め
、
所
要
額
を
計
上
。

　

地
方
向
け
防
災
・
安

全
予
算
の
抜
本
的
増
額
を

府
や
国
に
要
求
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

毎
年
本
町
や
府
町
村

会
に
お
い
て
も
、
国
・
府

に
要
望
活
動
し
て
い
る
。

「
P
F
O
A
」
は
令
和

３
年
10
月
22
日
以
降
、
同

様
の
規
制
。

　

町
内
３
つ
の
水
源
地

で
実
施
し
て
い
る
水
質
検

査
の
詳
細
と
検
査
結
果
は
。

　

水
道
水
は
水
道
法
及

び
水
質
基
準
に
関
す
る
省

令
に
基
づ
く
水
質
検
査
を

行
い
結
果
を
公
表
し
て
い

る
。原

水
に
つ
い
て
は
、
町

独
自
に
水
質
検
査
計
画
に

基
づ
き
、
井
手
地
区
は
第

１
・
第
２
水
源
地
、
多
賀

地
区
は
多
賀
浄
水
場
で
年

２
回
、
40
項
目
の
水
質
基

準
等
の
検
査
を
実
施
、
全

て
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

年
１
回
の
P
F
A
S
検

査
で
も
国
の
暫
定
目
標
値

を
下
回
っ
て
い
る
。

　

河
川
の
水
質

検
査
の
項
目
に

P
F
A
S
検
査
を

入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

検
査
義
務
が

な
い
こ
と
か
ら

P
F
A
S
検
査
を

入
れ
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

　

年
１
回
の
水
道
水
の

P
F
A
S
検
査
の
回
数
を

増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ど
の
水
源
地
も
国
の

暫
定
目
標
値
を
下
回
っ
て

い
る
た
め
、
現
時
点
で
増

や
す
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

　

国
の
「
P
F
O
S
」

「
P
F
O
A
」
に
対
す
る

規
制
状
況
は
。

　
「
P
F
O
S
」
は
平

成
22
年
４
月
１
日
以
降
、

製
造
又
は
輸
入
の
原
則
禁

止
、
使
用
等
が
規
制
。

井手町HP
ht tps : / /www. town . i de . kyo to . j p /
sosh ik i / j yougesu idou/su i sh i t su/
kensakekka/1394530420956.html
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災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
生
活
環
境
は

水
道
水
の
P
F
A
S
検
査
回
数
を

�
増
や
す
べ
き
で
は

「
地
域
防
災
計
画
」の
見
直
し
や

�

修
正
を
行
い
対
応

菱
本
安
心
・
安
全
推
進
課
長

現
時
点
で
増
や
す
こ
と
は

�
考
え
て
い
な
い

奥
山
産
業
環
境
課
長

仁
木
上
下
水
道
課
長

井手町地域防災計画

多賀地区の水源地

← 水質検査の詳しい
　 情報は井手町HPで

【
特
集
】令
和
７
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う


